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６月 30 日（第１回会議）からスタートした青笹未来アシスト委員会ですが、現在まで５回の

会議を行い「指定管理者制度に向けた組織・規約」や「今後の地域づくり事業」について議論を
重ねてきました。第１回及び第２回会議については〝ミニ広報 217 号〟でご紹介しておりまし

たので、今回は第３回～第５回会議の内容をお知らせします。 

 

 

 

 第３回委員会内容（７月 21日開催）  

これまでの２回の会議の総括と、指定管理者制度移行とその後の市民協働事業の推進の狙い

について事務局からの説明を行いました。その後、新たな地連協の規程（規約・労務・会計）に

ついて事務局（案）を示し、意見交換を行いました。 

 

 

第４回委員会内容（８月６日開催）  

 専門部会の事例として、小友町の組織案と活動内容を紹介。委員からは「土淵・上郷と共通し

た部会の区分はどうか」「小中学校を巻き込んだ事業展開を」などの意見が出されました。 

 

 

第５回委員会内容（９月 10日開催）  

 新規事業への取組みや、アシスト委員会の今後の

位置づけについて話し合いました。 

 新規事業については、事務局から市道上の支障樹

木の枝の刈払いについて提案し、委員からは「実行

部隊」の新設など前向きな意見が出されました。 

「アシスト委員」については今後も必要であると

の意見が多く、今後も存続し事業の優先順位等を検

討する組織として活動する事を確認しました。次回

は地連協臨時総会（10/18）に向けて事業計画（案）・

受託料積算内容（案）等を精査します。 

ミ
ニ
広
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～今後のスケジュール（予定）～ 

９月 24日（木） 第６回アシスト委員会 

10月２日（金） 地連協理事会 

10月 18日（日） 地連協臨時総会 

 （規約・組織変更、指定管理受託計画決定） 

10月下旬 指定管理申請 

12月議会 指定管理者議決 

２月中旬 地連協総会 

３月議会 指定管理料議決 

３月下旬 協定書等の締結 

  

◆新地連協の会員に「趣旨に賛同する企業並びに有識者」を加える。 ◆総会での議決権者は、役員、関係

団体の三役（会長・副会長・事務局長）、代議員、自治会長・副自治会長、賛同企業、有識者、その他。  

 

◆必要に応じて「まちづくり計画」を見直しする。 ◆職員は週４日勤務で、交代で平日の週５日事務所に

常駐する。施設利用可能時間は８：30～21：00、夜間・休日は管理人より鍵を借り使用。（現状どおり） 



 

  

  

  ～避難訓練・防犯教室～ 

 

 ９月２日（水）、「校舎内に不審者が侵入した」という想定で、第２回目の避難訓練と防犯教室を行

いました。 

 遠野警察署・生活安全課の高橋係長さんに、“不審者”役としてご協力いただきました。職員は、

児童と不審者との接触を防ぎ、迅速に児童を安全な場所へと避難させることを目標に、訓練に臨みま

した。児童は事前学習でのポイントを念頭に、静かに体育館に避難することができました。子ども達

の真剣な取り組み、素早い行動は、警察署の方にもほめていただきました。 

 その後は１～３年生と、４～６年生に分かれて防犯教室を行い、それぞれ不審者に声をかけられたとき

の対応の仕方を学びました。高学年は、少年補導職員の佐々木さんとシュミレーションしながら、特

徴を記憶し、その後大人に○しらせることの大切さを実感していました。これからも、自分の命を自分

で守る行動を学ばせていきたいと思っています。 

 

           

青笹小学校ＰＴＡ 第２回資源回収について 

９月１９日（土） 雨天決行  

   ※学校への搬入は８：００～９：３０ 

（ 朝８時までに、家の前や道路沿いに出しておいて下さるようにお願いします ） 

 

～集める物と出し方の注意～ 

○一升瓶、地ビールなどの瓶は回収しません。ペットボトルのふたも集めません。 

○アルミ缶とスチール缶に分けて、透明なビニール袋に入れ、袋の口を閉じて下さい。 

○新聞、雑誌、段ボール、チラシの回収も行います。 

    雑誌は、のり付けされているものとホッチキスで綴じているものと、分けて下さい。 

    必ず紙ひもで束ねて下さい。（ビニールひもは使わないで下さい） 

○ビール瓶は回収します。（普通のもの） 

   ○飼料袋は、中にナイロンが入っているものは×。紙だけのものを集めます。 

 


